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序　　文

　医療における最も重要な視点は，全人的かつ包括的医
療の実践にある。特に，慢性疾患を対象とする高齢者医
療では，単に臓器の疾患を診断し治療することではなく，
患者の QOL を第一義的に考慮することが必須である。

　現在，患者本位の全人的医療を指向する個別化医療を
実現するために，「統合医療」という理念が提唱されてい
る。「統合医療」とは，身体・心・精神の全人を考慮した
治癒を目指す個別化医療である。

　統合医療は，近代西洋医学と補完代替医療の中から，
適切な予防法や治療法を提供する，という特徴を持つ。
医療制度の改革が求められている今日，統合医療は，患
者本位の全人的医療としての方向性を示すヴィジョンと
なるであろう。

　統合医療では，疾患の予防や病態の改善において，セ
ルフ・ケアやセルフ・メディケーションによる健康の自
己管理という考えが導入される。セルフ・ケアに関して，
認知度や利用度が高い補完代替医療は，サプリメント・
健康食品であろう。近年，サプリメントに関する研究が
盛んに行われるようになり，科学的根拠が構築されつつ
ある。

　本書は，サプリメントの主要な成分について，最新の
研究データを概説した事典である。科学的根拠のレベル
を示し，効果や作用機序，用法用量に加えて，医薬品と
の相互作用といった情報も取り入れた点に，本書の意義
があると考えている。統合医療に携わる医療従事者に，
また，一般病院・医療機関で臨床にかかわる医療従事者
に，本書が有効に用いられることを期待している。

2009 年 4 月吉日
健康科学大学学長
折 茂　肇
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はじめに

　現在，サプリメント（栄養補助食品，“いわゆる健康食
品”）を利用する消費者が増加し，医療従事者の間でも，
サプリメントの適正使用への関心が高まりつつある。

　例えば，2002 年に著者が行った代替医療の利用実態
調査によると，42％以上の人がサプリメントを利用して
おり，十数％がハーブ（薬用植物）類を用いていること
が明らかとなった。一方，医療機関を受診した際，サプ
リメント摂取についての自己申告率が低いという問題も
示された。

　近年，セルフケア・セルフメディケーションの一環と
して，サプリメントが消費者に広く利用されるように
なった。一方，臨床の現場では，サプリメントに関する
判断に混乱が生じている。これには，サプリメントの科
学的根拠，有効性と安全性，医薬品や食品とサプリメン
トとの相互作用について，医師・薬剤師・栄養士にとっ
ての信頼できる情報源が多くないという背景がある。

　サプリメントあるいは健康食品は，本邦の法制度では
一般食品として扱われる。その範囲には，通常の食品・
食材に由来する機能性成分から，伝統医療で用いられて
きたハーブ・薬用植物にいたるまで，さまざまな成分が
含まれる。

　サプリメントの臨床応用には，科学的根拠に基づく診
療ガイドラインの作成が必要である。現時点では，臨床
現場におけるサプリメントの適正使用は容易ではない。
その理由は，現在のサプリメント研究が「科学的根拠を
構築する段階」にあるためである。

　今後，サプリメントの適正使用に向けて，科学的根拠
が構築・収集・評価され，診療ガイドラインに組み込ま
れる形で情報が提供されるようになれば，予防医学や治
療医学における個別化医療の実施に際して，食事療法等



vi

と共にサプリメントを利用することは有益であると考え
られる。

　本書は，サプリメントに関する情報提供を目的とした
ハンドブックである。本邦において比較的利用されるこ
との多いサプリメントの成分を選び，科学的根拠の概説
を試みた。

　一般に，有効性や安全性を示すための科学的根拠に関
して，サプリメントは医療用医薬品よりも十分ではない。
そのため，本書に示した概説は，十分とはいえない現時
点までの研究報告を基にした一つの試みであり，今後の
研究結果によって変更が生じうる。

　したがって，本書の網羅的な情報を臨床現場において
適切に生かすには，各分野の専門家である読者の英知と
経験に基づく判断が必須である。サプリメントを臨床に
応用する上で，本書の情報が何らかの形でお役に立てば
幸いである。

2009 年 4 月

著　者
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本書について

本書の情報源
　本書では，サプリメントの各成分に関する情報を網羅的に収集し，適
正使用に必要なデータを紹介した。該当するサプリメントの成分やハー
ブ・薬用植物に関して，まず，Medline，Cochrane Library，Japana 
Centra Revuo Medicina 等のデータベースにおいて検索を行い，次に，
原著論文の抽出・検証を行った上で各項目を構成した。つまり，原則と
して情報源は，1 次資料である。また，総説やメタ分析，各種のデータ
ベースやモノグラフ，事典および関連書籍も参考資料として利用した。
さらに，欧米で開催されてきた主要な関連学会やカンファレンスにおけ
る議論や配付資料も参照した。本書において 1 次資料を紹介する際には，
原資料における記述を優先したため，本書の全体では同義語や類似語の
統一をあえて行っていない。

　本書では，各エビデンスの質を検証した上で，それぞれのサプリメン
トの有効性と安全性に関して，格 付 けによるレーティングの提案を行っ
た。なお，本書の格 付 けはサプリメントの適正使用が前提であり，品質
の不適切な製品や適応外の病態への利用には考慮されない。

本書の構成
本書は，次の項目から構成される。

［名称］

学□：学名，別□：別名，和□：和名，英□：英名，化□：化学名について，該当
する項目を記載。

概 要 サプリメント成分としての有効性や安全性に関するデータを概
説。

用途・適応 基礎研究や臨床研究から示唆される効能効果。伝統医療での適
応。あるいは，“いわゆる健康食品” としての利用目的等。

格 付 け 各サプリメント成分の有効性および安全性に関する評価として，
本書独自の格付け（レーティング Rating）を行った（主要成分
についてのみ）。格付けでは次の分類を行った。
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　格付け（レーティング）
有効性

 ☆☆☆☆： 比較的数多くのランダム化比較試験により有効性が検証されてき
たサプリメント。臨床での利用経験も豊富である。

 ☆☆☆： ランダム化比較試験によって有効性が検証されてきたサプリメン
ト。

 ☆☆： 臨床研究によって有効性が示されたサプリメント。症例シリーズ
の報告はあるが，ランダム化比較試験やメタ分析等のデータはま
だ十分ではない。

 ☆： 伝承や逸話に基づき伝統医学で用いられてきたサプリメント。臨
床研究はまだ十分ではない。

安全性
 ○○○： 適正使用における安全性は高いと考えられる。通常の目安量にし

たがって利用する場合，特に重篤な健康被害や副作用は報告され
ていない。ただし，有害事象の報告がないサプリメントであって
も，安全性を示すための臨床試験のデータが十分でない場合には，
レーティングは 1 段階下の「○○」とした。

 ○○： 安全性は高い。ただし，サプリメントとの因果関係を否定できな
い健康被害や副作用の症例報告が認められる。あるいは，健康被
害等の報告は知られていないが，安全性のための臨床試験のデー
タがまだ十分ではない。または，医薬品との相互作用に注意が必
要である。ただし，通常の利用では，特に問題となる健康被害や
副作用は考えにくい。

 ○： 安全性は比較的高い。ただし，サプリメントとの因果関係を否定
できない健康被害や副作用の症例報告が認められるので，利用の
際には念のため注意する。

主要成分 サプリメント成分に含有される有効成分を中心に記載。
作用機序 基礎研究および臨床研究における科学的根拠を記載。
用法・用量 臨床試験での用法・用量を記載。なお，サプリメント・健康食

品は，一般食品であるため，実際に市販されている製品には用
法・用量は記載されていない。これは，薬事法等の関連法規の
規制による。用法・用量の代わりに，「目安量」「召し上がり方」
といった記載がある。

慎重・注意 サプリメントの適正使用に関する留意事項を記載。
有害事象 有害事象を網羅的に解説した。なお，因果関係が明確でないも

のも含む。
相互作用 相互作用を網羅的に解説した。なお，実際の症例報告だけでは

なく，理論上の可能性も含む。
メ モ サプリメントの適正使用に関する留意事項を記載。
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